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　日常の歯科臨床において，歯根破

折，修復物の脱離，咬耗，あるいは顎

関節症などに直面することは多い．地

域のプライマリケアを担う一般開業医

にとって，安定した口腔内環境を維持

するために「ブラキシズムを含めた力

のコントロール」は極めて重要な課題

である．しかしこれまで，ブラキシズ

ムの有無を評価する手段は，患者の自

己申告や歯の咬耗，歯ぎしり音といっ

た「結果として生じた間接的な事象」

から推測するしかなかった．さらに，

「咬耗＝ブラキシズム」という単純な

図式から安易に口腔内装置が処方さ

れ，かえって顎関節症の症状を発症さ

せてしまう本末転倒な事態が生じてい

る症例も散見される．このようなこと

から，臨床現場で個々の患者のリスク

を正確に把握するため，睡眠時ブラキ

シズムを客観的に確認する手段の確立

が急務であった．

　本書の編著者である山口泰彦先生

は，ブラキシズムの客観的評価と臨床

応用の分野において日本を牽引する第

一人者である．これまで主観に頼らざ

るを得なかった診断に，機器を用いた

客観的数値評価を導入し，先生らの長

年の研究と尽力により，2020 年には

ウェアラブル筋電計を用いた「睡眠時

歯科筋電図検査」が保険収載されるに

至った．これにより，一般の歯科医院

でも睡眠中の咀嚼筋活動を RMMA（律

動性咀嚼筋活動）の回数やバースト（筋

収縮）の強度・持続時間として定量化

できるようになった．つまり，歯の破

折や顎関節症の発症といった結果をみ

てから対応する「事後対応」から，事前

にハイリスク患者をスクリーニングし

「未然にトラブルを防ぐ」という画期的

なパラダイムシフトが起きたのである．

　本書では，豊富な文献と執筆者の先

生方による実験データを基に，ブラキ

シズムの概念，発現メカニズム，そし

て為害性といった最新の知見が非常に

わかりやすく解説されている．また，

ウェアラブル筋電計を軸に，従来の検

査法と比較しながらの診察・検査の考

え方や，実際の使用時のポイントが Q 

& A を交えて詳細に説明されており，

これから臨床導入を考えている歯科医

師にとって心強い手引書となるはずで

ある．

　さらに，蓄積されたデータに基づく

治療・管理法や，検査結果を実際の治

療にどう活かすかという実践的なアプ

ローチに加え，多彩な臨床例も網羅さ

れている．特筆すべきは，本書が単な

る「ブラキシズムの解説書」にとどま

らず，客観的検査を基盤とした「歯科

治療の基本的な考え方と実践」を事細

かに説いた一冊であるという点だ．山

口先生をはじめとする執筆陣の並々な

らぬ熱意が伝わってくる，これまでに

ない画期的な成書と言える．

　これまで私たちは，文献上のデータ

を頼りに手探りで臨床を行うしかな

かった．しかし今は，ウェアラブル筋

電計の登場により，目の前の患者の

「力」を自らの手で可視化し，検証し

ながら治療を進めることができる．長

年，歯科医療における最大のブラック

ボックスであった「力の問題」が臨床現

場で可視化されたことで，今後の歯科

治療は大きく変わっていくに違いない．

　一人でも多くの先生方に本書を手に

取っていただき，この新しい検査手法

を日常臨床に大いに活かしていただき

たいと切に願う．


